











昨今の情報化時代，その事象に関するデー タをいかにしてコンピュ ー タで扱うか，つまり空間デ





地図作業もGIS (地理情報システム）といえる。しかし，GISというとコンピュ ー タと密接に結び
つくイメ ー ジが強いので，ここではコンピュ ー タで扱うことを前提にして論をすすめる。次にGIS
はいったいどのような事柄から成り立つのであろうか。コンピュ ー タ利用を前提として，ジェフ
リ ー・スタ ー／ジョン ・ エステス (1992) によるその構成要素をあげてみよう。
①データ入手
普通は手作業で行われるが，リモ ー トセンシングにより自動化される場合もある。
②前処理情報をコンピュ ー タのデー タベ ー スに記録する，このデー タベ ースには位置情報が必
ず含まれている。緯度経度を利用することが多い。
③データ管理








地図，グラフ，表またはそれに類するものであり，コンピュ ー タ ・ デイスプレイ上の表示
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戸， 油井のような点データ， 鉄道や道路，河川のような線デー タ，区画の境界・貯水池などの閉
領域を持つ面データ（ポリゴン）と大きく三種類に分類できる。地図上のデータはこれらの形態
の組み合わせでほとんどすべての表現が可能である。こうした， データの使い方について，矢野
桂司 (1995) による説明と若干の補足を加えて示してみよう。GISにおいて， 地理清報は地図デー
タと属性データに分けられる。地図データは (X, y) の2次元座標系上の位置として表される。
この地図データはその位置の与え方によってラスタ型とベクタ型に大別される。
①ラスタ型データ構造
ラスタ型データは(X, Y)が規則正しく格子状に配列しているもので， 格子， グリッド， メ
ッシュデータとも呼ばれる。
表 1 ラスタ型データの構造
1 列 2列 3列 ．． ． ' i 列 ... ． ... ... ．．． ... ．．． ．．． ． ． ．．． ．．． ... ．．． ... ．．． 
J ・ f
ノ丁ー (l,j) ... ．．． ．．． (i,j) ... ．．． ．．． ... ... .. . ．．． ． 
3行 (1,3) .. ... ... ... ．．． 
2行 (1,2) (2,2) (3,2) ... ．．． ... 
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ことが出来る。そして， これらの地図デ ータにそれぞれ属性デ ータが付加されることになる。鉄
道線（線データ）に対する単線， 複線， 複々線の別や市町村（面デ ータ）に対する人口などがそ








が出来るし， レイヤ ー構造もあれば， 複雑な作業が可能だ。また， 地図の塗り分け作業だけなら，
これに特化したソフトはフリーウエアソフトの中にもいくつかある。
前述のようにGISのデ ータはラスタ型にせよベクタ型にしても表の形式で格納されている。この
























心部分の標高100m単位で読み取る。 このデー タを各セルに入力し， グラフ機能のうち等高線グラ
フを利用して立体的な表現を行う。 ここで， さらに， 平面的な表現にすると等高線が再現できる。
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図 2 アルランダフィヨルドとナロイフィヨルドの鳥廠図（単位 100m) と等高線図（単位 1000m)
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位置デー タは基本的には緯度経度で入力する。点デー タはワ ークシ ートに一覧表の形式で位置
デー タと属性デー タを入力する。線デー タや面デー タはワ ークシ ートに属性ごとに表を一つづつ

































































間隔と いった主な緯線や経線の経由する緯度経度点を表にし ， それ
ぞれの緯線や経線を一つ系列にして一つづつ散布図上に表現してゆく。そしてこれを， ベー スに
して，点データを載せていくイメー ジで作図する。緯度経度値付きの点データとしては理科年表
などの気象関係データや地震関係データが 利用しやす い。サンソン図法上で 利用するならば，経
度は緯度に応じた値とする必要ある。点データは属性によって並び替えを行い ，適当な間隔で階
級区分を行い ， その階級ごとの 系列として散布図上に 表現してゆく。気温であれ ば ， 系列ごとに
暖かいほうから寒 いほうへ暖色系から寒色系の色を設定していけば 良い。
③デー タマップ機能の利用
さて， ベクタ形式データを扱うことに お いて，Excelには便利な機能が 組み込まれている。デー









生産高のような円のような図形を用 いた地図），⑤棒グラフ図（小麦と米とトウモロ コシと いった
複数の生産高を表現），⑥円グラフ図（各国の産業別人口構成のような全体の中の割合を表現）と
いった 6 種類の地図とその 一部同士の 組み合わせが可能である。数的データもExcelのワ ー クシ ー
ト上で前もって階級区分しておけば①の機能を利用して色別地図として表現することも可能であ
る。
Excelには ， 標準的には世界（国単位）とアメリカ合衆国（州単位）， 日本（都道府県単位），日
本（地方単位）の地図が 用意されているが， アドインソフトを組み込めば， より詳細な地域の 表
現も可能である。別売の日本 全国（市町村単位）の地図を購入しを組み込めば図7のような表現
も出来る。










ただ， こうした問題以上に有効なことも多くある。Excelのような表計算ソフトなら， パー ソナ
ルコンピュ ータには多くの場合インスト ー ルができ， 誰にでも利用可能な環境をつくることがで



















度経度情報を利用したデータの表示は， デ ー タの集計， 巨大デー タの利用・加工 ・ 保存， 生徒と
いった多人数での調査の集計， 大量デー タの図示といったことにおいて効率性が増すことであろ
う。デー タマップの利用は白地図作業をあらゆる面で効率化（時間の短縮， 加工の可能性， 手作











ソフトによるGISは比較的目で見えるレベルでデ ー タ構造を扱うので， GISについての基
本的デー タ構造が理解されやすい。また， 汎用的な表計算ソフトを利用することによって， 知識
の汎用性が期待される。特に同じメ ー カの製品ならワ ー プロソフトやプレゼンテー ションソフト
やブラウザソフトと似たインター フェイスを持っているので， これらの習得がしやすくなる。ま





最後に地理教育にとっては， GISのような論理的な考え方は直感的 ・ 感覚的なメンタルマップの
概念（小林，1996)とは対をなす概念ともいえる。GISとメンタルマップの両方の部分のアプロー
チを知り， 教育の場でそれぞれをバックボーンとして持つことは地理教育の大いなる武器， そし
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